
 

 

 

 

第 1 号議案：2024 度日本バングラデシュ協会事業報告書及び決算報告書 

 

Ⅰ．2024 年度日本バングラデシュ協会事業報告書 

当協会は、2024 年度についても、それまでの 10 年間の蓄積を踏まえ、日本におけるバングラデ

シュへの理解を広める活動を継続した。バングラデシュでは昨年 8 月にノーベル平和賞受賞者の

ユヌス博士率いる暫定政権が発足するなど政治的変革の時期が到来する中、当協会は両国関係

の発展に貢献すべく努めた。 

個人会員は 2024 年度末で前年度末より 9 名増の 121 名（内、学生会員 5 名）となった。法人

会員は 2024年度末で前年度末より 7法人増の 84法人となった。法人会員は本年４月の理事会

において更に 4 法人増の 88 法人となった。 

 

(1)講演会 

別添の「事業一覧表」に記載のとおり、講演会を 3 回にわたり会場参加とオンライン方式により

開催した。講師及び参加者の都合がつくりかぎり講演会後に親睦会を実施した。 

昨年 6 月には第 46 回講演会を下澤巌静岡文化芸術大学教授・ジュマネット共同代表による

「チッタゴン丘陵地区のエスニックマイノリティに未来を拓く」と題するテーマで開催した。10 月には、

NewVision Solutions 社のタレック・ラフィ・ブイヤン代表取締役社長（ダッカからオンライン参

加）、日下部尚典立教大学准教授及びニュー・ビジョン・ジャパン社の福嶋祐子社長による「バング

ラデシュの学生たちがハシナ首相辞任を要求するまでの経緯と今後の展望」とのタイトルにて第

47 回講演会を開催した。８月の政変直後というタイミングでの開催もあり法人会員も含め多数の

参加者を得た。本年 2 月には「バングラデシュ支援 40 年を振り返って」と題し、認定 NPO 法人国

際エンジェル協会の東村眞理子代表理事を講師におむかえし第 48 回講演会を開催した。 

 

(2)メールマガジン 

2024 年度は引き続き丹羽編集長のもとで毎月のメールマガジンの発行を行った。バングラデシ

ュに関わるうえで役に立つ情報やバングラデシュ文化の魅力を掘り起こすような記事を載せるべく

努力を続けている。特に今年は政変を受けた記事も掲載したが、今後もバングラデシュの今を注視

しながら、変わることのないその文化や魅力を伝えていきたい。2024 年 4 月から 2025 年 3 月ま

でのメルマガ執筆者およびタイトルは別紙に記載してあるが、ご寄稿いただいた方々には深く感謝

したい。 

 

(3)企業情報交換会 

 年 4 回の企業情報交換会は全て対面及びオンライン併用で開催し、名刺交換会兼懇親会を開

催するなど、法人会員間の情報交換の場を提供することに努めた。経済産業省、外務省、ジェトロ、

JICA からの協力も得られている。個人会員及び非法人会員にもオープンにした 12 月の第 34 回

企業情報交換会は、政変後の現地情勢及びビジネス環境への関心の高まりを反映し出席者が多



 

 

 

 

かった。転勤を間近に控えた岩間公典大使がオンラインで登壇し、懇親会では朝田照男名誉会長

からご挨拶をいただいた。年４回の企業情報交換会を通じ、企業委員会担当理事のご尽力に加え、

法人会員である丸久株式会社及び他の法人会員の皆様のご協力を得た。 

 

(4)JICA 研修員との交流、暫定政権高官との面談他 

昨年 11 月、バングラデシュを含むアジア諸国の行政官から構成される JICA 課題別研修参加

者との間で「投資促進と投資環境整備」をテーマとする意見交換会を行った。昨年 12 月には、日

本バングラデシュ経済連携協定交渉に関わる JICA国別研修に参加するバングラデシュ商務省他

職員 10 数名との会合に参加し、進出日本企業が直面する諸課題について日本企業の生の声を

伝達した。2 月には JICA/JETRO 共催のバングラデシュ投資セミナー参加のため来日したシェイ

ク・ボシール・ウッディン商務省顧問と面談し、ロヒンギャ難民問題、日本企業が直面する課題、IT、

建設等分野でのバングラデシュ人材の日本国内での活用の可能性などについて意見交換を行っ

た。以上のイベントに参加いただいた法人会員に感謝したい。 

当協会として、昨年末に任命された齊田伸一駐バングラデシュ日本大使及びダウド・アリ駐日バ

ングラデシュ大使との関係構築に努めた。 

 

(5)事務局（含む財務状況） 

理事会は臨時理事会を含め計 6 回開催され、協会運営に関する諸事項について各理事担当分

野を定めて管掌し、理事の職務が法令及び定款に適合することを確認しつつ、その他一般社団法

人の業務の適正を担保するための体制を保ち、業務を適正に実施した。事務執行定例会は計 4 回

開催され審議が行われた。 

 財務的に本協会の収入は 450 万円、支出は 324 万円であり、前年度からの繰越金と併せ本協

会の資産は 958 万円となっている。 

 

II. 事業報告書 

 2024 年度の事業一覧表は添付資料-1 に示す。 

 

III. 会計報告書  

2024 年度の収支報告書及び賃借対照表は添付資料-2、-3 に示す。 

 

IV. 監査報告書 

2024 年度の協会の会計監査報告書及び業務監査報告書を添付資料－4、－5 

に示す。 



 

 

 

日本バングラデシュ協会 2024 年度事業一覧表 

                            2025 年 3 月 31 日 

              

1． 講演会 

(1) 第４６回講演会 ２０２４年６月１日 日本基督教会館会議室＋オンライン 

  演題 エスニックマイノリティに未来を拓くーチッタゴン丘陵の紛争から見えてくるものー 

  講師 下澤巌 静岡文化芸術大学教授、ジュマ・ネット共同代表 

  共催 特定非営利活動法人シャプラニール＝市民による海外協力の会 

ジュマ・ネット 

(2) 第４７回講演会 ２０２４年１０月２６日 日本基督教会館会議室＋オンライン 

  演題 バングラデシュの学生たちがハシナ首相辞任を要求するまでの経緯と今後の展望 

  講師 タレック・ラフィ・ブイヤン ニュービジョン代表取締役社長、 

日下部尚典立教大学准教授、福嶋祐子ニュービジョンジャパン社長 

  共催 特定非営利活動法人アジアキリスト教教育基金 

(3) 第４８回講演会 ２０２５年２月１５日 早稲田奉仕園リバティーホール＋オンライン 

   演題 バングラデシュ支援４０年を振り返って 

   講師 東村眞理子 認定 NPO 法人国際エンジェル協会代表理事 

   共催 認定 NPO 法人国際エンジェル協会 

 

2．企業情報交換会 

(1) 第 32 回企業情報交換会 6 月 19 日 ちよだプラットフォームスクエア＋オンライン 

山田和則  独立行政法人日本貿易振興機構（JETRO）ダッカ事務所所長代理 

      「バングラデシュの現地情勢について」 

李 敏 明  前三菱商事バングラデシュ代表・前 JBCCI 会長  

      「バングラデシュの各種商工会議所と日韓産業技術協力財団の第三国展開事業」 

鈴木多恵子 西村あさひ法律事務所弁護士 

          「バングラデシュの投資関連法制と実務～裁判実体にも触れながら～」 

島野敏行  経済産業省通商政策局南西アジア室長 

          「バ国進出企業・経産省定例経済対話：「経済産業省・日本政府の取り組み」」 

(2) 第 33 回企業情報交換会 9 月 19 日 ちよだプラットフォームスクエア＋オンライン 

ご挨拶   坂本弘美  経済産業省通商政策局南西アジア室室長補佐  

ご挨拶   上野裕大  外務省経済局南東アジア経済連携協定交渉室長 

安藤裕二  日本貿易振興機構ダッカ事務所長  

      「バングラデシュ最新現地情報」 

町田達也  外務省領事局兼中南米局参事官 

          「ハシナ前首相の対応の背景について解説」 

狩野哲郎  ㈱三景経営戦略部門取締役部門長（前伊藤忠株式会社ダッカ事務所長） 

           「バングラデシュの魅力について～実体験に基づき～」 

 田川智治  住友商事㈱海外工業団地部第１チーム・第３チーム部長付 

       「バングラデシュＢＳＥＺについて」 

 

 



 

 

 

(3) 第 34 回企業情報交換会 12 月 6 日 TKP 新橋カンファレンスセンター＋オンライン  

後援 JICA および JETRO                                                                          

開会挨拶  神山秀夫 日バ協会副会長 

ご挨拶   岩間公典  駐バングラデシュ日本大使（オンライン） 

山田順一  国際協力機構（JICA）顧問（前副理事長）  

      「バングラデシュに対する JICA の支援について」 

室谷政克  外務省アジア大洋州局南部アジア部南西アジア課長  

進藤康治  同 南西アジア課地域調整官                                                      

      「最近のバングラデシュ情勢と治安」 

安藤裕二  日本貿易振興機構（JETRO）ダッカ事務所長                                             

           「バングラデシュの現状報告」 

パネル討論 テーマ：政変後の現地のビジネスへの影響 

モデレーター 渡辺正人 日バ協会代表理事 会長（元駐バングラデシュ日本大使）  

パネリスト  高橋 徹 日本経済新聞社上級論説委員・編集委員 

タレック・ラフィ・ブイヤン（Jun） NEWVISION 社代表取締役  

花輪晃二  経済産業省通商政策局アジア大洋州課(兼)南西アジア室国際渉外上席専門官 

「バングラデシュとの関係について」 

出雲 充  株式会社ユーグレナ 代表取締役社長                                                                                                                                                                                                          

「ムハマド・ユヌス博士とユーグレナ社のバングラデシュ事業」                               

ご挨拶  朝田照男  日バ協会名誉会長 

閉会挨拶 平石公宣 日バ協会理事 企業委員会委員長 

(4) 第 35 回企業情報交換会 3 月 12 日 ちよだプラットフォームスクエア＋オンライン 

ご挨拶   Mr. Syed Nasir Ershad 駐日バングラデシュ大使館経済公使（オンライン） 

(ダウド・ダリ 駐日大使の代理) 

ご挨拶   斎田伸一  駐バングラデシュ日本国大使 

箕浦智崇   JETRO ダッカ事務所所長代理                                           

           「バングラデシュの現状報告」 

 島野敏行  経済産業省 通商産業局 南西アジア室長                                                                                            

       「日本・バングラデシュ経済連携の取り組み」                                            

 タリック-ラフィ・ブイヤン（Jun）NewVision Solutions 社長                                                                                                                                                                                                          

       「バングラデシュ政変後の各種変革・企業の対応」                               

 ダス・アンジャン ㈱KAICOM 社長  

「バングラデシュ人材供給・給与アップについて」    

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

3．メール・マガジン 

第 126 号（2024 年 4 月号） 

巻頭言：「バングラデシュの隣国インド・トリプラ州（２）」 

村山真弓（ジェトロ・アジア経済研究所理事） 

「第 12 次バングラデシュ選挙 日本政府派遣国際選挙監視団参加報告（前）」 

黒田一敬（元国連選挙担当官 元 JICA 専門家） 

「ダッカ大学 S.M.アリ・レザ教授の公開講演会」 

日下部尚徳（立教大学異文化コミュニケーション学

部准教授） 

「ボッタ（ボルタ）が添えてある幸せ」   緒方いずみ（バングラデシュ料理レストラン「トルカリ

ジュッティー」シェフ） 



 

 

 

第 127 号（2024 年 5 月号） 

巻頭言：「朝田照男名誉会長の叙勲および日本バングラデシュ協会創設 10 周年」 

渡邉正人（日本バングラデシュ協会 会長） 

「マミヤ・オー・ピーのバングラデシュ新規ビジネス」 

新井謙（Mamiya O.P. 経営企画部 担当部長） 

「シリーズ JICA 第三回：きたれ！縫製業に続く次の成長産業（前）」 

岡本宇弘（JICA バングラデシュ事務所） 

「私と日本とバングラデシュ」      ザキール・イブネ・ディプト（Kaicom 株式会社） 

第 128 号 2024 年 6 月 

巻頭言：「勢いづくバングラデシュ現代美術界（４）チョビ・メラ」 

五十嵐理奈（福岡アジア美術館学芸員） 

「第 12 次バングラデシュ選挙 日本政府派遣国際選挙監視団参加報告（後）」 

黒田一敬（元国連選挙担当官 元 JICA 専門家） 

「バングラデシュ留学の思い出」     長谷川優（東京外国語大学ベンガル語専攻） 

「バングラデシュ：地球と人にやさしい最強の食卓（３）」 

石山民子（特定非営利活動法人アジア砒素 

ネットワーク） 

第 129 号（2024 年 7 月号） 

巻頭言：「田の草取りで見えた日本とバングラデシュの小農の社会と営みの原点」 

安藤和雄（京都大学 東南アジア地域研究所） 

「シリーズ JICA 第三回：きたれ！縫製業に続く次の成長産業（後）」 

岡本宇弘（JICA バングラデシュ事務所） 

「日本とバングラデシュを繋ぐ夢のハッカソンコンテスト CODE SAMURAI」 

辻出悠斗（BJIT） 

「ベンガル語のふたりの先達② 奈良毅教授（前）」 

渡辺一弘（日本バングラデシュ協会 元理事） 

第 130 号（2024 年 8 月号） 

バングラデシュ情勢について～日本バングラデシュ協会会員のみなさまへ 

巻頭言：「憧れのオールド・ダッカ」    村山真弓（ジェトロ・アジア経済研究所理事） 

「次にバングラデシュに行ったら／ベンガル料理レシピ：ビーフカレー」 

緒方いずみ（トルカリジュッティー店主） 

「日本とバングラデシュを繋ぐ夢のハッカソンコンテスト CODE SAMURAI（後編）」 

辻出悠斗（株式会社 BJIT） 

「ベンガル語のふたりの先達② 奈良毅教授（後）」 

渡辺一弘（日本バングラデシュ協会 元理事） 

第 131 号 2024 年 9 月 

巻頭言：「バングラデシュにおける政治的変革」 

渡邉正人（日本バングラデシュ協会 会長） 

「今チッタゴン丘陵地帯を思うこと」    下澤 嶽（静岡文化芸術大学名誉教授） 

 

「クオーター制を巡る抗議活動の記録と所感」 

吉沢敬太 

（在バングラデシュ日本国大使館 元外交官補） 

書評：モンズルル・ホク著『日本での人生の記録』 

渡辺一弘（日本バングラデシュ協会 元理事） 



 

 

 

第 132 号（2024 年 10 月号） 

巻頭言：「ベンガルの大地を描くこと１～S.M.スルタン」 

五十嵐里奈（福岡アジア美術館 学芸員） 

追悼文：「井上正幸元理事へ感謝を込めて」渡邉正人（日本バングラデシュ協会 会長） 

「井上さんのこと」       丹羽京子（日本バングラデシュ協会 理事） 

 

特別寄稿：「今バングラデシュで何が起きているのか、何がこの状況をもたらしたのか」 

モンズルル・ホク 

（日本バングラデシュ協会 元副会長） 

「立教大学のバングラデシュツアーについて」 

吉川みのり 

（立教大学 異文化コミュニケーション学部 

 教育研究コーディネーター） 

第 133 号（2024 年 11 月号） 

巻頭言：「一杯の缶コーヒーより米や野菜の価格を安くすべきか？」 

安藤和雄（京都大学 東南アジア地域研究所） 

特別寄稿：「新たなバングラデシュの意義」 泉 裕泰（元駐バングラデシュ日本国大使） 

特別寄稿：「バングラデシュにおける現在の難局から予想できること～個人的見解」 

モンズルル・ホク 

（日本バングラデシュ協会 元副会長） 

「イリッシュを探す旅」            管原昂平（東京外国語大学国際社会学部 

南アジア地域ベンガル語専攻） 

第 134 号（2024 年 12 月号） 

巻頭言：「憧れのオールド・ダッカ（後編）」村山真弓（ジェトロ・アジア経済研究所理事） 

「ユヌス特別顧問との出会い」           大橋正明 日本バングラデシュ協会 副会長） 

「父森本達雄の思い出（１）」        森本素世子（東海学園大学名誉教授） 

「バングラデシュ料理に魅せられて（１）」 

川口由夏（ベンガル料理研究家） 

第 135 号（2025 年 1 月号） 

巻頭言：「バングラデシュの安定とさらなる発展への願いを込めて」 

渡邉正人（日本バングラデシュ協会 会長） 

「Ambassador’s New Year Message」 H.E Mr. Md. Daud Ali 

（駐日バングラデシュ大使） 

「バングラデシュの来し方行く末：離任にあたっての雑感」 

岩間公典（駐オーストリア日本国大使） 

（前駐バングラデシュ日本国大使） 

「父森本達雄の思い出（２）」       森本素世子（東海学園大学名誉教授） 

「シリーズ JICA 第 5 回：バングラデシュと JICA～保健分野での歩み～」 

山根利江（JICA バングラデシュ事務所） 

第 136 号（2025 年 2 月号） 

巻頭言：「ベンガルの大地を書くこと（２）ショフィウッディン・アフメッド」 

五十嵐理奈（福岡アジア美術館 学芸員） 

「JICA 海外協力隊として感じる現在のバングラデシュ」 

安東貴裕（JICA 海外協力隊 2023 年度 4 次隊） 

 



 

 

 

 

「日本とバングラデシュの文化を併せ持つ」 植松ブイヤン百合香（早稲田大学大学院 

社会科学研究科 博士課程） 

「父森本達雄の思い出（３）」       森本素世子（東海学園大学名誉教授） 

第 137 号（2025 年 3 月） 

巻頭言：「魔法のことば「ジュクティ」」    安藤和雄（京都大学東南アジア地域研究所） 

「井口武夫大使のご逝去を偲び、日本人学校の建設を思う」 

小柳順一（元駐バングラデシュ大使館勤務） 

「教室から世界へ～バングラデシュ人と日本人のオンライン交流～」 

鵜澤威夫（熊本大学大学院社会文化科学 

教育部博士課程） 

「BJEP2023～バングラデシュ-日本国際交流プログラムに参加して～」 

ラフマンヌール瑠美花（東京大学大学院 

総合文化研究科多文化共生・統合人間学 

プログラム修士 2 年） 

 

4．日本バングラデシュ協会 2024 年度社員総会、理事会等会議一覧 

I. 社員総会  

第 11 回社員総会  2024 年 6 月 29 日 TKP 品川カンファレンスセンター＋オンライン 

懇親会（同日開催） 朝田照男名誉会長、シャハブッディン・アーメド大使、 

堤太郎外務省南西アジア課長等参列 

II. 第 11 期理事会 

 第 1 回理事会   2024 年 4 月 24 日 渋谷・協会事務所＋オンライン 

 第 1 回臨時理事会 2024 年 6 月 29 日 オンライン 

 第 2 回理事会   2024 年 7 月 24 日 TKP 品川カンファレンスセンター＋オンライン 

 第 3 回理事会   2024 年 10 月 23 日  渋谷・協会事務所＋オンライン 

 第 4 回理事会   2025 年 1 月 29 日 渋谷・協会事務所＋オンライン 

  第 2 回臨時理事会 2025 年 3 月 24 日 2025 年度仮予算案電磁的賛否確認 

III. 第 11 期事務執行定例会 

 第 1 回事務執行定例会   2024 年 4 月 10 日  渋谷・協会事務所＋オンライン 

  第 2 回事務執行定例会   2024 年 7 月 10 日 取りやめ 

 第 3 回事務執行定例会   2024 年 10 月 9 日  渋谷・協会事務所＋オンライン 

 第 4 回事務執行定例会   2025 年 1 月 15 日  渋谷・協会事務所＋オンライン 

 第 5 回事務執行定例会   2025 年 3 月  5 日  渋谷・協会事務所＋オンライン 

  

 


